
 

 

  

 

ご

挨

拶

 

 

 

新

緑

の

候

ᵧ

ま

す

ま

す

御

健

勝

の

こ

と

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

ᵨ

平

素

は

地

縁

団

体

内

膳

町

自

治

会

の

活

動

に

ご

理

解

ᵧ

ご

協

力

い

た

だ

き

ᵧ

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

ᵨ

先

般

の

通

常

総

会

は

書

面

で

の

表

決

と

な

り

ま

し

た

が

ᵧ

会

員

皆

様

方

の

ご

理

解

に

よ

り

早

速

ᵧ

ご

承

認

賜

り

ま

し

た

こ

と

ま

ず

も

ᵻ

て

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

ᵨ

前

年

度

今

里

会

長

は

 

ᵭ

内

膳

愛

ᵮ 

を

も

ᵻ

て

い

ろ

い

ろ

な

改

革

ᵧ

若

手

の

起

用

等

の

素

晴

ら

し

い

事

業

展

開

を

さ

れ

ま

し

た

ᵨ

本

当

に

お

疲

れ

様

で

し

た

ᵨ

最

後

の

時

期

に

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

に

よ

り

逼

迫

し

た

状

況

に

陥

り

ま

し

た

ᵨ

国

難

で

あ

り

ᵧ

緊

急

事

態

宣

言

の

最

中

で

も

あ

り

ま

す

ᵨ

ま

ず

は

ᵧ

こ

の

難

局

を

会

員

皆

様

と

一

緒

に

乗

り

越

え

ま

し

ᵾ

う

ᵨ

や

ま

な

い

雨

は

な

い

と

申

し

ま

す

ᵨ

そ

し

て

ᵧ

一

刻

も

早

く

終

息

す

る

こ

と

を

願

う

ば

か

り

で

す

ᵨ

 

さ

て

ᵧ

本

年

度

は

私

ど

も

三

つ

の

大

事

に

し

て

い

る

思

い

が

あ

り

ま

す

ᵨ

 

一

ᵧ

 

ヤ

ン

グ

・

イ

ン

・

ハ

ᶌ

ト

 

ᶝ

心

に

若

さ

を

持

と

う

ᶞ

 

ジ

ᶈ

ン

・

Ｆ

・

ケ

ネ

デ

ᶁ

大

統

領

が

老

若

男

女

の

聴

衆

に

冒

頭

演

説

し

て

い

ま

す

ᵨ

マ

イ

・

コ

ᶌ

ル

・

イ

ズ

・

ツ

ᶂ

・

ザ

・

ヤ

ン

グ

・

イ

ン

・

ハ

ᶌ

ト

 

若

さ

を

持

ᵻ

た

諸

君

と

表

現

し

て

い

ま

す

ᵨ

若

さ

と

い

う

の

は

年

齢

で

は

あ

り

ま

せ

ん

ᵨ

心

に

持

つ

情

熱

で

あ

り

ま

す

ᵨ

そ

し

て

ᵧ

一

所

懸

命

さ

せ

て

い

た

だ

く

ᵨ

一

生

・

・

懸

命

な

れ

な

い

の

で

す

ᵨ

人

間

で

す

か

ら

ᵨ

本

来

は

一

つ

の

と

こ

ろ

で

す

ᵨ

こ

の

場

合

は

一

所

懸

命

思

い

を

書

く

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

ᵨ

 

 

本

年

度

の

総

会

は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

防

止

の

た

め

書

面

で

の

議

決

と

し

䣍

令

和

２

年

５

月

10
日

必

着

で

書

面

表

決

書

を

ご

提

出

い

た

だ

き

ま

し

た

䣎 

令

和

２

年

５

月

１

日

現

在

の

会

員

数

は

546

世

帯

1379
人

䣍

書

面

表

決

書

提

出

数

426
世

帯

1086

人

で

自

治

会

規

約

第

19
条

䣍

会

員

の

５

分

の

１

以

上

に

達

し

て

お

り

以

下

の

と

お

り

議

決

が

成

立

い

た

し

ま

し

た

䣎 
 

第

１

号

議

案 

令

和

元

年

度

事

業

報

告 

 
 

 
 

賛

成

1086
䣍

反

対

０ 

第

２

号

議

案 

令

和

元

年

度

決

算

報

告 

 
 

 
 

賛

成

1086
䣍

反

対

０ 

第

３

号

議

案 

令

和

２

年

度

役

員(

案) 

 
 

 
 

賛

成

1083
䣍

反

対

３ 

第

４

号

議

案 

令

和

２

年

度

事

業

計

画(

案) 

 
 

 
 

賛

成

1086
䣍

反

対

０ 

第

５

号

議

案 

令

和

２

年

度

収

支

予

算(

案) 

 
 

 
 

賛

成

1084
䣍

反

対

２ 

第

１

号

か

ら

第

５

号

ま

で

の

議

案

に

つ

い

て

䣍

過

半

数

の

賛

成

を

も

䣬

て

可

決

さ

れ

ま

し

た

䣎 

二

ᵧ

 

互

い

に

対

す

る

愛

を

持

と

う

 

薬

師

寺

の

加

藤

朝

胤

様

ᵧ

私

ど

も

の

先

輩

に

な

り

ま

す

ᵨ

現

在

は

管

主

に

な

ら

れ

て

い

ま

す

ᵨ

講

話

で

 

ᵯ

し

あ

わ

せ

ᵰ

 

の

語

源

は

と

申

し

ま

す

と

人

と

よ

く

互

い

に

 

ᵭ

仕

合

ᵮ

 

を

す

る

と

言

い

ま

す

ᵨ

お

互

い

が

 

ᵭ

仕

合

ᵮ

 

と

 

ᵭ

仕

合

ᵮ 

を

合

わ

せ

て

 

ᵯ

仕

合

わ

せ

ᵰ 

つ

ま

り

ᵧ

互

い

に

助

け

合

う

ᵧ

支

え

合

う

と

こ

ろ

か

ら

 

ᵯ

し

あ

わ

せ

ᵰ

 

と

い

う

言

葉

が

生

ま

れ

た

そ

う

で

あ

り

ま

す

ᵨ

 

三

ᵧ

 

体

解

大

道

 

ᶝ

た

い

げ

だ

い

ど

う

ᶞ
 

体

が

理

解

す

る

こ

と

に

よ

り

大

き

な

道

が

開

か

れ

る

ᵨ

つ

ま

り

ᵧ

何

事

も

頭

や

知

識

だ

け

で

な

く

ᵧ

体

験

や

経

験

を

通

し

て

大

き

な

道

が

開

か

れ

る

ᵨ

で

あ

り

ま

す

ᵨ

 

 

こ

の

三

つ

の

思

い

を

持

ち

ᵧ

私

ど

も

も

 

ᵭ

内

膳

愛

ᵮ

 

を

も

ᵻ

て

運

営

し

て

い

き

た

く

思

い

ま

す

ᵨ

明

日

の

内

膳

町

を

担

う

子

供

た

ち

に

 

ᵯ

夢

と

希

望

と

愛

・

・

・

そ

し

て

感

動

ᵰ

 

を

与

え

ら

れ

る

よ

う

な

ᵧ

ま

た

ᵯ

内

膳

町

に

住

ん

で

よ

か

ᵻ

た

ᵰ

と

思

え

る

よ

う

な

事

業

展

開

を

目

指

し

た

く

存

じ

ま

す

ᵨ

し

か

し

な

が

ら

ᵧ

会

員

皆

様

方

の

ご

協

力

な

し

に

は

到

底

で

き

る

も

の

で

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

ᵨ

ど

う

か

暖

か

い

ご

支

援

ᵧ

ご

友

情

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

ご

挨

拶

に

か

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

ᵨ

 

 

令

和

二

年

五

月

 

 

 
 
 
 
 

地

縁

団

体

内

膳

町

自

治

会

 

 
 

 
 

 
 

 

会

長

 
 

細

川

 

和

勇

 

一緒に活動しましょう！ 

NAIZEN OUR HOME 
平成 12 年 12 月 7日・すみれホールにおいて設立された地縁団体内膳町自治会は本年で２０年目を迎えます。平成 13 年 3 月 12 日に橿原市長より地縁団体の認可をされています。従いまして、地縁団体として共有財産を所有することになり今日に至っています。すみれホール、さくら公園、立体駐輪・駐車場等を所有し、会費を徴収することなく運営されています。 
本会は、会員相互の連帯と親睦を深め、福祉の増進を図り安全で安心して暮らすことができる住みよい地域づくりのために活動することを目的としています。公正公平で開かれた組織を目指しています。どうか入会し、一緒に活動しませんか。そして、素敵な風、爽やかな風をあなたから吹かせてください。一緒に未来の内膳町の物語を創りましょう。  
入会申込書はすみれホール事務局または自治委員にお尋ねください。 

～地縁団体 内膳町自治会では例えばこんなことをやっています～ 

親睦活動 防犯活動 

情報伝達 

桜まつり、地蔵まつり、秋桜まつり、地蔵まつり、秋桜まつり、地蔵まつり、秋桜まつり、地蔵まつり、秋

まつりまつりまつりまつりなどを開催し、住民

同士のふれあいふれあいふれあいふれあいと交流交流交流交流を

深めています。 

犯罪のない町をめざし

て、街路灯街路灯街路灯街路灯や防犯カメラ防犯カメラ防犯カメラ防犯カメラ

を設置したり、有志によ

る防犯防犯防犯防犯パトロールパトロールパトロールパトロール活動活動活動活動を

行っています。 

各種イベントの案内や、

地域に密着した情報を、

広報誌広報誌広報誌広報誌としてお知らせし

ます。  

 地縁団体という法人格を取得できる  平成 3 年 4 月 2日公布施行の地方自治法の一部が改正され、地区会など地縁の団体で一定の要件に該当する場合は、市長の認可があれば「法人格」を取得できるようになり団体での不動産登記が出来るようになりました。  地縁団体内膳町自治会 ≠ 内膳町の自治委員で組織する内膳支部  基本的にイコールではありません。しかし地縁団体内膳町自治会の役員の約半数を自治委員から選出し、また自治委員部会を設置しております。よって協力できることは協力仕合えるようにしています。 

第 39 号             地縁団体内膳町自治会通信               令和 2 年 6 月 第 39 号             地縁団体内膳町自治会通信              令和 2 年 6 月 

地

縁

団

体

 

内

膳

町

自

治

会

 

自

治

会

通

信 

第39号 

令 和 2 年 度 通 常 総 会 は書 面 表 決 で開 催  

新会長╗細川和┷╆勇┶氏┸就任 

発行 
地縁団体内膳町自治会 



 

  

安

心

安

全

環

境

部

会

だ

よ

り

 

  

晩

成

小

学

校

よ

り

要

望

書

の

提

出

さ

れ

て

い

た

䣍

内

膳

町

３

丁

目

の

内

膳

第

一

公

園

横

に

䣍

新

し

く

防

犯

カ

メ

ラ

を

設

置

い

た

し

ま

し

た

䣎

こ

こ

は

通

学

路

に

な

䣬

て

い

ま

す

が

䣍

橋

に

は

街

灯

が

な

く

䣍

両

脇

の

道

路

に

は

信

号

機

も

設

置

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

䣎

ま

た

公

園

が

堤

防

よ

り

低

い

場

所

に

位

置

し

䣍

人

目

の

死

角

に

な

り

や

す

い

場

所

で

も

あ

る

と

い

う

要

望

を

頂

き

䣍

こ

れ

ら

の

状

況

を

鑑

み

䣍

昨

年

度

の

予

算

で

設

置

を

決

定

い

た

し

ま

し

た

䣎

 

ま

た

䣍

４

丁

目

の

防

犯

カ

メ

ラ

の

再

設

置

工

事

が

行

わ

れ

䣍

現

在

の

カ

メ

ラ

の

横

に

新

し

く

ポ

䤀

ル

を

立

て

䣍

そ

こ

に

最

新

デ

ジ

タ

ル

式

の

防

犯

カ

メ

ラ

を

設

置

し

ま

し

た

䣎

 

 

こ

れ

で

25
か

所

30
台

の

カ

メ

ラ

が

内

膳

町

の

安

全

を

見

守

る

こ

と

に

な

り

ま

す

䣎 

防

災

会

⎓

⎻

⎽ 
★財産管理運営部会 
部会⻑ 福井 喜房 
副 部 会 ⻑ ⼩柳 和彦 
部会員 岡本 光司 

〃  桶谷 充廣 
〃  嶋本 隆央 
 

★安心安全環境部会 
部会⻑ ⼩林 正雄 
副 部 会 ⻑ 大谷 明雄 
副 部 会 ⻑ 阪⻄ 武男 
部会員 杉井 祐介 

〃  ⾠⺒ 忠由 
〃  ⼩松原正明  

★自治委員部会 
部会⻑ 杉井 喜代秀 
副 部 会 ⻑ 田邊 利男 
部会員 細木 祐樹 
部会員 永井 宏昌 
部会員 吉田 武弘 
部会員 木村 進 
 
★駐⾞場運営協議会 
委員⻑ 細川 和勇 
委 員 下田 吉美 
 〃  丸谷 隆久 
 〃  上田 雅史 
 〃  井上 喜夫 
 〃  福井 喜房 

令

和

２

年

度

地

縁

団

体

内

膳

町

自

治

会

の

各

部

会

員

が

次

の

通

り

に

劣

決

ま

り

ま

し

た

协

順

不

同

・

敬

称

略

卐

劤

一

年

間

色

々

な

地

域

行

事

に

ご

協

力

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

劤 
 

 

開催日 7 月 23日（木・祝） 
時 間 11 時～12 時  
場 所 内膳大師堂(２丁目) 

 
毎年恒例の地蔵菩薩（お地蔵さん）の祭り、「地蔵

盆」が 7 月 23 日に営まれます。当日は、諦聴寺の

ご住職により読経があげられます。 

本年度は新型コロナ感染症予防のため、地縁団体

の役員のみで執り行う予定です。 

 

令

和

２

年

度

の

橿

原

市

八

木

地

区

自

治

委

員

内

膳

町

支

部

の

委

員

が

次

の

方

々

に

決

ま

り

ま

し

た

䣎

䥹

左

記

参

照

䥺

 

 

前

年

度

で

退

任

さ

れ

ま

し

た

自

治

委

員

の

皆

様

䣍

ご

苦

労

さ

ま

で

し

た

䣎

ま

た

新

た

に

選

任

さ

れ

た

委

員

の

皆

様

は

䣍

内

膳

町

の

地

域

発

展

の

為

䣍

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

䣎

 

令和⓱年度 

内膳町自治委員名簿⒵敬称略Ⓐ 

下田 吉美 嶋本 隆央 小原 智昭 上田 佳徳 正寿 政一 永井 宏昌 木村 進 森田 文夫 吉備 孝一 田口 義仁 髙林 君子 米谷 善及 太田 秀子 大谷 明雄 久木崎孝治 細木 祐樹 田邊 利男 吉田 武弘 杉井 喜代秀 井上 勝文 

1 丁目  〃  2 丁目  〃   〃   〃   〃   〃   〃  3 丁目  〃   〃   〃   〃  4 丁目  〃   〃   〃  5 丁目  〃  

新しいカメラは 
全てデジタルに 
なり、画像もきれ

いになりました 

バックナンバーはこちらでご連いただけます  http://naizen.net/   紙面に対するご意見ご要望は sumire-hall@salsa.ocn.ne.jp もしくは TEL：0744-21-0505 まで 
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内膳町防災会 令和 2 年度活動計画 

内膳町防災会役員会において、今年度の活動内容の確

認を行いました。 

【活動計画】 

・消火器の保守点検及び防災倉庫内の備品点検 中止 
・晩成校区合同の草刈りについて（別紙） 
  7 月 5 日（日） 雨天の場合は中止 
・すみれホールまたは安心パークにて防災学習 未定 
・愛宕祭模擬店の出店協力について 愛宕祭中止 
・第 10 回防災フェスティバル開催 9 月 27 日（日）予定 
・晩成校区合同の草刈り 10 月頃 8 名参加 予定 
・晩成校区防災会合同訓練 11 月 15 日（日）予定 
・防災学習（安心パーク）2 月頃予定 
・集団下校時の避難行動訓練に協力参加（晩成小） 
    2 月の予定（晩成小と調整） 
・町内夜間パトロール（地縁団体内膳町自治会と合同で） 

毎月第 4 土曜日 
以上 令和 2 年度の活動計画を決めました。 
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次号リニューアル予定！ 

地縁団体内膳町自治会が定期的に発

行している「自治会通信」ですが、 
次号から名称が変わる予定です！ 
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 令和 2 年度 

善寿会役員名簿 

 

 

会 長 田中 眞幸 

副会長 森澤 一 

〃  美濃 彦志 

〃（女性部長）若井 邦子 

会 計 大谷 明雄 

会計監査 若井 義孝 

幹 事 阪西 武男 

幹 事 田守 了 

幹 事 堀川 泰信 

幹 事 嘉田 雅彦 

幹 事 福島 君代 

幹 事 江村 貞子 

幹 事 西山エリ子 

顧 問 神所 孝 

相談役 鳥居 修 

（敬称略） 
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奈良県自転車条例╗╴╶令和⓱年⓳月⓰日┷╵ 
自転車保険╤╚加入┸義務化╁╸╪╃╋ 
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⒒自転車乗車時╚65
歳以上╚高齢者╚

乗用車▷◊◀▢▧╚着用╚努力義務化 

⒒自転車損害賠償責任保険等╤╚加入

義務化 
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自転車事故により
亡くなられる方の
多くは頭部損傷が
原因となっていま
す。自身の命を守
るためにも、ヘル
メットを着用する
ようにしましょ
う。 


